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去
る
６
月

日
に
前
回
理
事
会

29

開
催
地
と
同
じ
兵
庫
県
芦
屋
市
で

山
名
会
役
員
会
を
開
催
し
、
Ｈ
25

年
総
会
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
頂

き
ま
し
た
。
Ｈ

年
総
会
の
御
案

25

内
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
回
役
員
会
に
は
、
前
理
事
会
（
４

／

）
か
ら
間
隔
も
短
い
こ
と
も
あ
り
、

13
関
西
在
住
の
役
員
及
び
、
会
場
近
隣
の

会
員
様
に
集
ま
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
忙

し
い
中
、
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
皆
様

に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

以
下
に
当
日
相
談
い
た
し
ま
し
た
概

要
を
記
し
て
居
り
ま
す
の
で
お
目
通
し

く
だ
さ
い
。

１
、
会
員
数
の
動
向

６
月
末
現
在
で
会
員
数
が

名
に
達

40

し
ま
し
た
。
本
年
度
は

名
ま
で
の
会

50

員
数
確
保
が
目
標
で
す
。
お
知
り
合
い
、

ご
親
戚
等
、
会
の
活
動
に
ご
理
解
頂
け

る
方
が
御
座
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
か
入

会
を
お
勧
め
下
さ
い
。

会
員
内
訳

東

京

６

神
奈
川

１

千

葉

１

茨

城

１

栃

木

１

埼

玉

１

群

馬

１

愛

知

１

福

島

１

大

阪

４

京

都

２

兵

庫

９

鳥

取

３

岡

山

１

広

島

２

石

川

１

和
歌
山

４

島

根

１

２
、
山
名
会
会
章
完
成

よ
う
や
く
山
名
会
の
会
員
章
が
完
成

い
た
し
ま
し
た
。
（
初
期
作
成
数
は
50

個
）会

員
様
に
は
一
家
・
１
個
進
呈
い
た

し
ま
す
。
御
家
族
分
又
は
替
が
必
要
な

場
合
は
、
総
会
出
欠
ハ
ガ
キ
に
希
望
数

を
ご
記
入
下
さ
い
。

１
個
２
千
円
で
お
分

け
い
た
し
ま
す
。

３
、
山
名
会
の
広
告

但
馬
地
域
の
情
報
誌
に
山
名
会
の

「
会
員
募
集
広
告
」
を
掲
載
致
し
ま
し

た
。
２
～
３
の
問
合
せ
を
頂
い
て
居
り

ま
す
。
今
期
は
後
１
回
、
広
告
を
考
え

山名会章

て
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
専
門
誌
に
「
山
名
会
総

会
」
の
件
投
稿
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
、
他
団
体
と
の
交
流

＊
中
世
史
の
研
究
者
「
渡
邊
大
門
氏
」

か
ら
、
著
書
『
中
世
後
期
山
名
氏
の

研
究
』
の
販
売
協
力
の
依
頼
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
同
書
の
案
内
チ
ラ
シ

を
同
封
致
し
ま
す
。
ご
興
味
が
在
る

方
、
是
非
、
ご
購
入
下
さ
い
。

＊
出
石
の
有
子
山
城
・
此
隅
山
城
の
保

全
管
理
を
中
心
に
積
極
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
「
山
名
氏
城
跡
保
存
会
」

の
方
々
に
Ｈ

年
総
会
の
ご
協
力
を

25

頂
く
予
定
で
す
。
今
後
と
も
同
会
と

は
末
永
く
お
付
き
合
い
頂
け
れ
ば

と
、
考
え
て
い
ま
す
。

＊
「
山
名
氏
城
跡
保
存
会
」
が

月
に

11

開
催
さ
れ
る
『
川
岡
修
氏
講
演
会
』

（
「
山
名
宗
全
」
著
者
・
愛
媛
大
学

教
授
）
に
後
援
と
し
て
ご
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
Ｈ

山
名
会
総
会
の
第
２
日
目
・

25

10

／

の
竹
田
城
で
の
行
事
に
朝
来
市

13
長
様
が
ご
来
臨
い
た
だ
け
る
よ
う
で

す
。

５
、
Ｈ

山
名
会
総
会
の
件

25

月
の
山
名
会
総
会
に
つ
い
て
内
容

10
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
ご
案
内
状
ま
た
は
、
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

尚
、
総
会
の
記
念
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
山
名
年
浩
会
長
監
修
の
『
清
和
源

氏
庶
流
略
系
図
』
を
一
枚
物
に
し
つ
ら

え
て
お
配
り
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

６
、
会
誌
『
山
名
』
の
件

寄
稿
編
集
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
現

在
時
点
で

ペ
ー
ジ
程
の
文
書
量
と
な

50

り
、
「
復
刊
号
」
と
し
て
の
体
裁
も
整

っ
て
来
ま
し
た
。
ま
だ
、
掲
載
可
能
で

す
の
で
エ
ッ
セ
イ
・
詩
歌
・
論
文
・
雑

感
・
写
真
等
の
ご
寄
稿
お
願
い
致
し
ま

す
。
原
稿
の
締
め
切
り
は
８
月
末
で
す
。

７
、
高
崎
市
山
名
館
立
看
板

高
崎
市
山
名
の
あ
る
光
臺
寺
。
こ
こ

は
山
名
館
の
旧
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
先
月
、
神
奈
川
の
草
山
常
任
理
事

が
訪
問
さ
れ
た
折
に
、
「
何
か
山
名
の

名
残
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
を･

･
･

」
と

ご
住
職
や
檀
家
の
方
と
相
談
さ
れ
、『
山

名
館
旧
跡
』
の
立
看
板
設
置
の
話
が
進

ん
で
い
ま
す
。
役
員
会
で
は
看
板
に
掲

載
い
た
だ
く
文
言
に
つ
い
て
内
容
を
検

討
い
た
し
ま
し
た
。

８
、
Ｈ

年
総
会
の
予
定
地

26

今
年
の
総
会
実
施
も
ま
だ
な
の
で
す

が
、
来
年
度
の
総
会
実
施
候
補
地
を
検

討
い
た
し
ま
し
た
。

・
但
馬
集
合
の
因
幡
（
又
は
播
州
）

方
面
に
移
動
す
る
案
。

・
京
都
集
合
の
清
和
源
氏
ゆ
か
り
の

山
城
・
河
内
・
摂
津
を
巡
る
案

等
が
出
ま
し
た
が
、
決
定
に
は
至
っ
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て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｈ

年
総
会
で
も
「
議
題
」
と
し
て

25

協
議
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
訪

問
地
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
提
案
く

だ
さ
い
。

Ｈ

山
名
会
総
会
の
ご
案
内

25予
て
よ
り
お
知
ら
せ
の
ご
と
く
、
Ｈ

山
名
会
総
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

25
名
の
ご
参
加
を
ご
期
待
し
て
準
備
を

50進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
家

族
お
知
り
合
い
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

期

日

Ｈ

／

／

～

25

10

12

13

テ
ー
マ

但
馬
山
名
の
本
拠
地
、
出

石
・
竹
田
を
訪
ね
る

主
会
場

豊
岡
市
出
石
町
、

朝
来
市
竹
田

第
１
日

歴
史
講
演
、
年
次
総
会
、

宗
鏡
寺
参
拝
、
市
街
散
策

等

第
２
日

出
石
神
社
参
拝
、
山
名
赤

松
両
氏
慰
霊
法
要
、
慰
霊

登
城

記
念
品

『
清
和
源
氏
庶
流
略
系
図
』

会
誌
『
山
名
』
第
５
号

参
加
費

全
行
程
参
加
３
万
円

宿

泊

出
石
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

最
寄
駅

（
往
）
Ｊ
Ｒ
八
鹿
駅

（
帰
）
Ｊ
Ｒ
和
田
山
駅

第
１
日
目
・
出
石

第
１
日
目
（

／

・
土
）
の
開
催

10

12

地
出
石
は
但
馬
一
宮
で
あ
る
出
石
神
社

が
置
か
れ
、
古
代
よ
り
但
馬
地
方
の
中

心
地
と
し
て
開
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
室

町
時
代
初
頭
、
但
馬
守
護
と
な
っ
た
山

名
氏
も
こ
の
地
を
治
世
の
中
心
地
と

し
、
以
降
戦
国
時
代
に
至
る
ま
で
の
約

２
０
０
年
間
、
但
馬
山
名
の
本
拠
地
と

定
め
ま
し
た
。

市
街
は
現
在
で
も
小
京
都
風
な
名
残

を
よ
く
残
し
、
ま
た
宗
鏡
寺
始
め
山
名

氏
ゆ
か
り
の
寺
社
も
数
多
く
点
在
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
越
し
の
際
に
は
「
出

石
そ
ば
」
を
是
非
ご
賞
味
下
さ
い
。

歴
史
講
演

昨
年
度
、
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
に
て

開
催
さ
れ
た
特
別
展
「

山
名

山
陰

The

の
守
護
大
名
」
の
主
任
学
芸
員
で
あ
る

同
博
物
館
の
石
井
伸
宏
氏
に
史
料
収
集

過
程
か
ら
見
え
た
山
名
氏
の
話
、
ま
た
、

学
芸
員
の
仕
事
に
つ
い
て
の
話
な
ど
お

聞
か
せ
頂
く
予
定
で
す
。

尚
、
山
名
会
の
活
動
を
広
く
理
解
頂

く
た
め
に
、
歴
史
講
演
に
一
般
参
加
者

若
干
募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
聴
講
頂
き

ま
し
た
方
々
か
ら
山
名
会
へ
の
入
会
希

望
者
が
あ
る
こ
と
を
願
う
限
り
で
す
。

市
街
散
策

宗
鏡
寺
参
拝
後
は
、
徒
歩
に
て
出
石

の
町
並
み
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
川

見
氏
（
山
名
氏
城
跡
保
存
会
事
務
局
長
）

の
ご
案
内
で
、
宿
舎
ま
で
の
帰
り
道
を

ご
案
内
頂
き
ま
す
。
江
戸
の
名
残
を
良

く
残
す
出
石
の
町
並
み
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

第
２
日
目
・
竹
田

第
２
日
目
（

／

・
日
）
は
主
会

10

13

場
を
竹
田
に
移
し
行
い
ま
す
。
（
バ
ス

・
自
家
用
車
等
で
移
動
）

竹
田
城
は
近
年
、
『
天
空
の
城
』
と

し
て
脚
光
を
浴
び
て
お
り
、
お
城
に
向

か
う
車
道
が
狭
い
た
め
に
、
連
休
中
は

常
に
渋
滞
が
発
生
と
い
う
程
の
人
気
を

博
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

山
名
赤
松
両
氏
慰
霊
祭

こ
の
竹
田
城
の
中
腹
、
平
成
２
年
に

建
立
し
た
「
山
名
赤
松
両
氏
供
養
塔
」

で
の
慰
霊
法
要
を
考
え
た
の
で
す
が
、

「
混
雑
の
た
め
実
施
不
可
能
」
と
市
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
山
麓
の
赤

松
氏
由
来
の
法
樹
寺
様
に
ご
無
理
を
言

っ
て
慰
霊
法
要
の
会
場
を
引
き
受
け
て

頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
山
名
氏
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
途
中
か
ら
赤
松
氏
関
係
者
も
合
流

し
、
共
に
両
氏
陣
没
者
ご
供
養
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
赤
松

側
と
の
親
交
が
深
ま
れ
ば
、
と
考
え
ま

す
。慰

霊
登
城

せ
っ
か
く
竹
田
城
に
来
た
の
だ
か
ら

「
お
城
に
登
り
た
い
」
方
向
け
に
は
、

観
光
ガ
イ
ド
先
導
に
よ
る
「
慰
霊
登
城
」

も
用
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

登
城
者
に
は
、
参
加
者
代
表
と
し
て

登
城
さ
れ
供
養
塔
で
手
を
合
わ
せ
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
時
間
帯
が
重

な
る
為
、
「
慰
霊
法
要
」
と
の
掛
け
持

ち
は
出
来
ま
せ
ん
）

山
名
会
総
会
へ
ご
参
加
を

以
上
、
概
略
で
す
が
山
名
会
総
会
の

ご
説
明
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
回
は

短
い
日
程
の
中
に
各
種
行
事
盛
り
沢
山

と
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協

力
が
頼
り
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

山
名
の
本
拠
地
・
但
馬
を
会
員
各
位

に
は
第
二
の
故
郷
と
身
近
に
思
っ
て
頂

き
、
Ｈ

年
総
会
へ
の
ご
参
加
、
一
人

25

で
も
多
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
参
加
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参

加
範
囲
に
よ
り
、
左
記
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

行
事
参
加
の
範
囲

参
加
費

全
日
程
参
加

３
万
円

年
次
総
会
ま
で
参
加

１
千
円

懇
親
会
ま
で
参
加

１
万
円

宿
泊
ま
で
参
加

２
万
円

慰
霊
法
要
の
み
参
加

５
千
円

（
交
通
経
路
詳
細
は
別
紙
）

出石・竹田の位置関係

出石

竹田


